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未韓合同軍事演習
（仁贄虐）に反対する
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• 3月218曲午後 1時 (3時デモ出発）
・檜町公園（地下鉄六本木下車防術庁ウラ）



二
月
十
日
か
ら
米
韓
合
同
演
習
ー
チ
ー
ム
ス
ピ
リ

ッ
ト
8
6
一
が
始
ま
っ
た
。
G

)

戦
略
的
展
開
②
実
戦
訓

練
③
戦
略
的
徹
収
、
の
三
段
階
で
核
攻
撃
を
伴
っ
て

朝
鮮
半
島
の
北
側
に
侵
攻
す
る
と
こ
ろ
ま
で
想
定
し

た
質
の
面
で
も
、
量
の
面
で
も
西
側
最
大
級
の
軍
事

演
習
で
あ
る
。
参
加
兵
力
は
二
十
万
人
、
う
ち
三
分

の
一
程
に
あ
た
る
六
万
人
強
が
米
軍
で
米
本
土
や
沖

縄
か
ら
派
遺
さ
れ
る
。
日
本
の
米
軍
基
地
が
前
進
拠

点
と
し
て
フ
ル
回
転
す
る
。

今
年
は
一
時
的
に
中
止
説
が
流
さ
れ
た
。
一
月
一

四
日
の
T
B
S
-

—
ュ
ー
ス
は
、
①
朝
鮮
半
島
で
の
南

北
対
話
へ
の
配
慮
②
演
習
十
回
を
通
じ
て
一
定
の
完

?
卜
)

8

6

軍
品
＾
り
入
と
詮

n消。
1
じ

t

r
な
が
り

洋
こ
厄
辺
地
域
で
あ
る
。
壊
滅
す
る
の
は
極
東
で
い

え
ば
U

↑
1

や
組
鮮
半
島
等
な
の
だ
e

ま
た
、
一
海
洋

戦
略
一
に
卜
｛
｛
そ
制
攻
撃
と
核
戦
力
の
展
開
で
、
ソ

連
に
一
核
戦
力
の
均
衝
を
常
に
計
算
し
つ
つ
妥
当
な

戦
争
エ
ス
カ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
見
積
も
る
一
よ
う
強
い

る
こ
と
か
で
き
、
核
戦
争
は
一
限
定
的
一
な
も
の
と

し
て
米
国
が
勝
利
す
る
こ
と
か
で
き
る
・
・
・
こ
の
あ
た

り
が
一
海
洋
戦
略
一
の
核
心
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か

＿
海
洋
戦
略
一
の
発
表
に
続
い
て
、
八
七
会
丑
王

度
国
防
報
告
が
出
さ
れ
、
関
連
内
容
の
審
議
が
米
議

会
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
一
海
洋
戦
略
一
の
肉
付
け

と
も
い
う
べ
き
一
恐
ろ
し
い
l

事
実
が
続
々
と
報
道

さ
れ
て
い
る
『
＂
（
ス
ク
ラ
ッ
プ
参
照
）
。
そ
し
て
、

八
七
会
計
年
度
国
防
総
省
予
算
支
出
項
目
の
中
で
「

u
 

海
洋

鈴
木

し1 良
（
非
核
市
民
宜
言
渾
勤
・
ヨ
コ
ス
カ
）

f
マ
＋
ー
ぃ
＇
，
ク
吃
を
含
む
原
潜
の
史
上
最
多
の
入
港

、
空
•
海
重
点
の
日
本
の
軍
把
、
増
大
す
る
日
米
の

合
国
演
習
；
•
こ
れ
ら
が
米
軍
の
い
か
な
る
戦
略
に
基

つ
い
て
進
ん
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
論
文
が

、
こ
万
二
団
発
表
さ
れ
た
e、
ス
ク
ラ
ッ
プ
に
あ
る

[
'
'
こ
土
ン
ス
海
蚕
作
戦
部
長
の
一
海
洋
戦
略
一
が
そ

れ
―
し
、
目
論
文
は
事
前
ー
と
フ
ィ
ン
バ
ー
ガ
ー
国
防
長

官
の
承
認
を
う
け
て
い
た
と
い
う
し
、
二
月
五
日
、

八
七
会
計
年
度
海
軍
予
算
を
審
議
す
る
米
下
院
軍
事

委
公
聴
会
で
も
同
様
の
内
容
を
証
言
し
て
い
る
か
ら

、
こ
れ
は
米
軍
当
局
の
公
式
見
解
だ
と
見
な
し
て
よ

い
だ
ろ
う
[
)

こ
の
一
9

海
洋
戦
略
一
は
一
口
に
言
え
ば
、
海
洋
核

戦
争
ー
一
浪
定
，
一
核
戦
争
は
行
な
え
る
し
、
ま
た
行

な
う
決
意
と
能
力
を
も
っ
て
初
め
て
対
ソ
抑
止
力
は

形
成
し
う
る
と
宣
言
し
た
も
の
だ
ろ
う
e

一
通
常
戦

争
下
で
も
ソ
連
の
戦
略
ミ
サ
イ
ル
原
潜
を
攻
撃
：
•
一

に
つ
い
て
、
五
日
の
下
院
軍
事
委
で
ワ
ト
キ
ン
ズ
は

一
・
・
・
米
海
軍
は
平
時
に
お
け
る
前
進
展
開
戦
略
を
と

っ
て
い
る
が
、
ソ
連
が
戦
争
を
仕
掛
け
よ
う
と
し
た

場
合
は
攻
撃
型
原
潜
、
海
軍
機
、
水
上
肥
船
を
使
っ

て
、
直
ち
に
攻
撃
を
加
え
、
ソ
連
潜
水
笹
に
聖
域
は

な
い
こ
と
を
明
確
に
す
る
、
と
強
調
し
た
一
（
二
月

七
日
毎
日
）
一
海
洋
戦
略
l

を
報
道
し
た
尿
の
新
聞

で
は
、
ソ
連
原
潜
を
攻
撃
す
る
際
は
一
通
常
兵
器
て

撃
沈
す
る
一
（
一
月
八
日
神
奈
川
）
と
な
っ
て
お
り

、
こ
れ
は
評
論
家
の
海
貸
新
氏
に
よ
れ
ば
、
米
海
軍

が
対
潜
探
知
・
攻
撃
能
力
に
自
信
を
深
め
て
い
る
こ

と
の
あ
ら
わ
れ
と
い
う
e
・
確
か
に
横
須
賀
に
入
港
す

る
米
攻
撃
型
原
潜
の
追
尾
・
監
視
と
有
事
に
お
け
る

攻
撃
で
、
彼
等
は
一
受
持
ち
一
の
ソ
連
原
潜
が
決
ま

っ
て
お
り
、
そ
の
デ
ー
タ
も
頻
繁
に
入
手
し
て
い
る

と
い
わ
れ
る
点
を
見
て
も
、
そ
れ
は
う
な
づ
け
る
C

た
だ
、
米
攻
撃
型
原
潜
（
旧
型
の
一
部
を
除
く
）
は

、
通
常
四
ヽ
（
六
発
の
対
潜
核
爆
雷
・
サ
プ
ロ
ソ
ク
を

搭
載
し
て
お
り
、
巡
洋
檻
、
駆
逐
艦
、
フ
リ
ゲ
ー
ト

戦
略
核
戦
カ
一
と
し
て
ト
マ
ホ
ー
ク
は
三
百
二
十
四

基
調
達
費
九
億
ド
ル
と
な
っ
て
い
る
（
二
月
六
日
毎

日
ご
八
四
年
三
月
に
下
院
軍
事
委
員
会
に
出
さ
れ

た
ト
マ
ホ
ー
ク
購
入
計
画
に
よ
れ
ば
、
八
七
会
計
年

度
は
百
九
十
基
＇
こ
な
っ
て
い
る
か
ら
票
実
と
す
れ
ば

大
巾
な
増
だ
。
ち
な
み
に
八
五
会
計
年
度
は
百
八
十

基
六
億
五
千
万
ド
ル
、
八
六
年
度
二
百
四
十
九
基
八

億
三
千
万
ド
ル
と
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
八
四
年

三
月
の
計
画
で
は
八
五
年
度
百
八
十
基
、
八
六
年
度

百
八
十
基
で
あ
る
。

（
緯
集
部
か
ら
）
前
号
か
ら
運
動
現
場
か
ら
の

状
況
分
析
や
運
動
の
進
め
か
た
を
め
ぐ
る
問
題

提
起
を
内
容
に
応
じ
て
一
視
点
一
、
一
主
張
l

y

タ
イ
ト
ル
を
つ
け
て
掲
載
し
て
い
ま
す
C

こ
こ

そ
と
言
う
と
こ
ろ
で
こ
こ
ぞ
と
言
う
一
論
」
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

口
ノ

K
r十
す

‘
)
7八
述
面

H
＞
＾
＿
レ
」

「

八

し

鳳

叶

防

路

直

ロ

「
限
定
」
核
戦
争
の
宣
言

さ
ら
に
こ
こ
数
年
で
増
加
し
て
い
る
日
米
共
同
演

習
が
あ
る
。
中
で
も
、
二
月
二
十
四
日
よ
り
五
日
間

、
日
米
統
合
図
上
演
習
(

C

px
)

が
防
衛
庁
中
央

指
揮
所
で
実
脆
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
昨
年
三

月
よ
り
本
格
的
に
始
動
し
た
中
央
指
揮
所
が
米
軍
の

指
揮
・
管
制
・
通
信
・
情
報
シ
ス
テ
ム
(

C

I

)

と

一
体
化
さ
れ
て
い
る
の
は
様
々
に
指
摘
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
一
ソ
フ
ト
」
の
分
野
で
の
日
米
韓

軍
事
一
体
化
が
こ
こ
ま
で
き
た
こ
と
も
見
逃
せ
な
い

。
米
の
対
ソ
核
戦
略
と
ア
ジ
ア
・
第
三
世
界
へ
の
軍

事
介
入
は
ひ
と
つ
な
が
り
の
も
の
で
あ
る
。

る
）

◆
 

結
と
演
習
内
容
の
情
報
管
理
③
演
習
内
容
の
拡
大
に

伴
う
経
費
の
増
大
、
を
理
由
に
中
止
ま
た
は
縮
小
を

検
討
中
と
報
じ
た
。
し
か
し
、
こ
の
時
期
は
フ
ィ
リ

ピ
ン
で
の
大
統
領
選
挙
が
も
っ
と
も
た
け
な
わ
で
あ

っ
た
。
実
際
に
一
ア
メ
リ
カ
派
遣
の
選
挙
監
視
団
防

衛
」
を
理
由
に
空
母
ミ
ッ
ド
ウ
エ
ー
、
在
沖
海
兵
隊

二
千
名
が
派
遺
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
動
き
を
見

落
と
す
こ
と
は
出
来
な
い
。
（
ア
キ
ノ
政
権
成
立
の

革
命
的
状
況
の
も
と
で
米
軍
は
依
然
と
し
て
大
戟
力

を
フ
ィ
リ
ピ
ン
周
辺
に
は
り
つ
け
て
い
る
と
思
わ
れ

＇ ♦
 
◇ 

艦
（
こ
れ
ら
の
中
の
八
隻
が
横
須
賀
を
母
港
に
し
て

い
る
）
は
各
艦
一
？
二
発
の
核
弾
頭
対
潜
ア
ス
ロ
ッ

ク
を
積
ん
で
い
る
。
ま
た
三
沢
・
襄
手
納
に
い
る

P

3
cも
一
機
二
発
の
核
爆
雷
を
積
む
能
力
を
持
っ
て

い
る
。
ソ
連
戦
略
原
潜
を
護
衛
す
る
ソ
連
攻
撃
型
原

潜
や
、
米
に
比
べ
て
劣
勢
と
は
い
え
ソ
連
水
上
艦
な

と
と
の
攻
防
の
中
て
、
ソ
連
の
戦
略
原
潜
し
海
洋
戦

略
核
戦
力
を
一
挙
的
に
叩
く
に
は
、
対
潜
核
兵
器
の

使
用
が
よ
り
一
効
率
的
ー
と
思
わ
れ
、
果
た
し
て
厳

密
な
一
線
が
画
せ
る
か
と
の
疑
問
は
残
る
が
°

い
づ
れ
に
せ
よ
、
戦
略
核
戦
力
へ
の
攻
撃
に
対
し

、
ソ
連
が
米
の
対
潜
兵
力
へ
核
で
反
撃
し
な
い
と
い

う
保
証
は
ど
こ
に
も
な
い
し
、
一
ソ
連
周
辺
に
空
母

と
ト
マ
ホ
ー
ク
搭
載
艦
船
を
配
備
一
と
い
う
事
態
に

な
れ
ば
、
海
党
氏
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
大
型
空

母
を
持
た
ず
核
攻
撃
能
力
に
柔
軟
性
の
少
な
い
（
空

母
の
よ
う
に
広
範
囲
へ
反
復
・
持
続
し
た
攻
撃
が
出

来
な
い
）
ソ
連
海
軍
は
、
核
に
よ
る
一
挙
的
な
一
飽

和
攻
撃
一
に
出
ざ
る
を
得
な
い
。
ま
さ
に
本
格
的
な

海
洋
核
戦
争
で
あ
る
。
そ
し
て
米
軍
が
空
母
の
核
攻

撃
機
や
ト
マ
ホ
ー
ク
で
ソ
連
軍
事
施
設
を
攻
撃
す
る

C

ソ
連
は

S
S
2
0な
ど
て
報
復
す
る
：
・
C

も
ち
ろ
ん

、
こ
の
過
程
で
米
本
土
も
や
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い

〖
＂
し
か
し
そ
れ
は
、
か
っ
て
の
一
相
互
確
証
破
壊
一

戦
略
下
の
全
滅
的
な
も
の
で
は
な
く
、
主
戦
場
は
海

3
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ヽ
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 杓
リ
ム
／
莱
衣
i
f

許

I
：ク

⑯
虎
而
ぷ
↓

＿
息
郎
」
ト
マ
ホ
ー
ク
原
潜
入
港
の
た
び
の
ビ
ラ
ま

き
は
欠
か
し
て
い
な
い
。
三
月
二
日
に
は
ビ
キ
ー
一
・

デ
ー
、
反
チ
ー
ム
ス
ピ
リ
ッ
ト
で
一
日
米
共
同
実
戟

体
制
を
う
つ
集
会
と
デ
モ
一
を
行
な
っ
た
。
二
月
二

十
日
か
ら
の
毎
日
デ
モ
な
と
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
情
勢
で

め
い
っ
ぱ
い
動
い
た
ー
"
[
熊
H

]

えマ，
Y

の
市
の
自
衛

味
超
長
波
通
信
基
地
建
設
に
反
対
し
て
全
力
で
取
組

と
の
便
り
。
己
杢
扇
」
反
核
研
究
会
が
続
け
ら
れ
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
四
回
。
三
月
一
四
日
に
は
、
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
非
核
法
案
の
逐
条
的
検
討
を
や
る

｛
〗
三
月
一
日
、
自
主
講
座
な
ど
の
呼
び
か
け
で
＿
核

の
な
い
太
平
洋
を
つ
く
り
出
そ
う
1

・
三
・
一
集
会
。

三
月
二
十
旦
一
十
一
日
の
ア
ト
ミ
ッ
ク
・
カ
フ
ェ
、

反
ト
マ
ホ
ー
ク
太
平
洋
運
動
基
金
の
深
夜
営
業
は
、

切
符
の
売
行
き
上
々
。
三
月
二
十
一
日
は
、
反
チ
ー

ム
・
ス
ピ
リ
ッ
ト
東
京
デ
モ
、
稔
町
公
園
。

a四
囲

上
瀬
谷
の
ス
ラ
イ
ド
追
込
み
に
。
（
ウ
ド
の
会
）

ウ
ド
の
会
で
は
八
月
に
基
地
近
く
で
ロ
ッ
ク
・
コ
ン

サ
ー
ト
を
や
ろ
う
と
若
者
た
ち
。
全
国
会
議
に
向
け

て
、
ヨ
コ
ス
カ
、
民
衆
会
議
に
生
活
ク
ラ
プ
生
協
の

主
婦
も
ま
じ
え
て
準
備
に
入
る
。
己
日
須
蜀
1

市
当

局
と
の
交
渉
、
ジ
リ
ジ
リ
と
隙
間
を
う
め
る
。
現
在

の
具
体
的
要
求
は
（
↓
ト
マ
ホ
ー
ク
原
潜
、
ニ
ュ
ー
ジ

ャ
ー
ジ
ー
に
つ
い
て
の
資
料
の
全
戸
配
布
②
核
搭
載

可
能
鑑
船
の
入
港
拒
否
声
明
③
非
核
証
明
の
提
案
要

請
（
神
戸
方
式
の
研
究
）
な
ど
。

L
目
蕪
一
東
京

n

ト
マ
ホ
ー
ク
確
認
艦
入
港
時
に
は
仮
装
行
列
デ
モ

環
太
平
洋
合
同
演
習
一
リ
ム
パ
ッ
ク
8

6

]

が
、
五

月
一
八
日
か
ら
四
十
五
日
間
の
予
定
で
ハ
ワ
イ
周
辺

の
海
域
で
行
わ
れ
る
。
一
九
七
一
年
か
ら
ほ
ほ
二
年

に
一
回
行
わ
れ
、
今
回
は
第
十
回
目
に
あ
た
る
。
主

催
は
米
国
第
三
艦
隊
（
東
太
平
洋
）
。
自
衛
馘
は
第

七
回
（
八
0
年
）
に
初
参
加
。
公
然
た
る
海
外
派
兵

演
習
で
あ
る
。
横
須
賀
を
始
め
、
各
地
で
反
対
行
動

が
取
組
ま
れ
て
き
た
。
特
に
忘
れ
ら
れ
な
い
の
は
、

82
年
先
住
民
の
必
死
の
反
対
も
無
視
し
て
、
自
衛
隊

が
カ
ホ
オ
ラ
ベ
島
に
衝
砲
射
撃
を
強
行
し
た
こ
と
で

あ
る
。
他
の
参
加
国
は
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

’c
t

し

H

6

と
し
て
お
り
、
昨
年
と
同
じ
塁

]

璽

汀

[

[

]

ロ

ム

F
1
5
戦
闘
啜
を
中
心
に
、
R
F
4
-

↑

八

）

在

沖

空

海

兵

隊

は

例

年

規

模

[

哀
Ea

豆
ぃ
汀

l, 

ど
が
例
年
荘
り
登
山
す
委
）
一

ー
／
｀
，
＇

二
月
十
白
か
ら
朝
鮮
言
苺
弼
ャ
八
―
iI

i
芍
殊
部
隊
（
グ
リ
｀
ー
ン
穿
半
国
で
の
”
有
事
“
を
想
定
し
の
『
止
を
米
g
両
側
に
再
二
要
求
涜
谷
村
・
ト
リ
イ
通
し
咆
心
に

で
堕
忍
垣
例
の
盗
合
官
軍
事
l

ベ
レ
，
＇
二
證
偲
参
加
し
な
い
て
海
外
か
ら
米
軍
兵
力
を
緊
急
に
し
た
た
め
、
例
年
よ
り
約
二
週
間
配
備
さ
れ
た
グ
リ
ー
ン
ベ
レ
ー
は

油
習
チ
ー
ム
・
ヌ
ビ
リ
ッ
ト
8
6
」
ご
こ
に
な
っ
て
：
喜
、
決
定
で
投
入
し
、
米
韓
連
合
軍
が
”
北
期
闇
を
短
縮
し
て
行
わ
れ
る
。
咋
年
、
「
約
五
人
｝
が
コ
ン
ト
ロ

に
、
在
沖
米
軍
か
ら
は
毎
芸
隊
A
二
号
、
5

一
｛
―
-
痣
塁
）
と
、
参
か
ら
の
攻
撃
に
対
し
反
撃
即
籠
醤
か
ら
は
、
第
三
哩
菜
陸
ー
ラ
，
＇
（
監
察
t
:
)
と
し
て
初
参

窟
が
例
年
通
り
の
規
咬
で
開
加
を
盃

C亙
力
を
テ
予
す
る
の
が
ね
ら
い
っ
両
甲
部
隊
が
山
口
県
・
岩
国
慕
～
加
し
た
。
）
わ
ず
か
の
兵
凶
数
も
あ

言
一
方
、
毎
歪
虐
二
＿
チ
ー
ム
・
ス
」
r
‘
、
一
ノ
ト
は
、
朝
一
八
七
六
年
に
同
演
習
を
開
始
の
唾

l芸
莱
空
団
と
と
も
に
、
海
兵
い
ま
い
に
し
た
が
る
”
〖
m
の
直
閲

こ

ヽ
7

ク
来
、
今
互
で
十
一
冒
を
滋
空
陸
環
動
部
隊
(
M
A
G
T
F
)
だ
が
、
生
日
＂
ぷ
堕
―
J
J
令
部
（
土

一
数
喜
＾
｛
F

年
は
、
朝
鮮
民
主
主
を
編
成
し
同
演
習
の
主
力
部
隊
と
ャ
ン
プ
・
需
）
は
今
年
の
雷

一
塁
、
主
共
和
宝
（
北
朝
鮮
）
側
が
し
て
参
加
。
在
沖
米
海
兵
隊
報
道
に
つ
い
て
ば
、
可
烈
習
開
始
後
B
J
j

一
南
北
対
皇
あ
夭
炭
咲
軍
事
演
習
部
は
「
ほ
ぽ
例
年
並
み
の
現
揆
l

～
っ
か
に
す
歪
謡
し
だ
。

臼
米
海
軍
揚
陸
艦
が
人
港

覇

(

1

1

、

『
門
牛
那
覇
軍
港
あ
わ
た
だ
し
さ
増
す

2
 

`
'
ク
米
海
山
の
ド
ッ
ク
型
和
陸
艦
事
前
集
積
艦
「
ド
ゥ
ェ
イ
ン
•
T

＿
デ
ュ
ビ
ュ
ー
ク
」
（
ヽ
‘
六

0

・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
｝
（
四
六
、
（
）

ピ
三
て
が
六
日
、
那
覇
軍
港
に
入
（
）
（
）
卜
9

)

も
三
日
か
ら
停
泊
中
で
、

「

l

T
i
港
5
6
0
A
1戦
中
や
L
V
T
P
7

い
恥
い
い
五
鱈

む
水
陸
両
用
車
、
費
笞
彩
色
の
卜
‘
く
な
っ
た
。

み
ラ
ッ
ク
な
ど
を
団
み
込
ん
で
お
り

込積
十
日
か
ら
韓
国
で
始
ま
る
米
雙
[
]

を資
同
軍
打
演
習
「
チ
，
＇
ム
・
ス
ピ
リ

物
ッ
ト
8
6
]
に
参
加
す
る
＃
洋
米
軍

習賞
の
関
連
苔
岬
品
を
選
ふ
安
空
J
み

ら
れ
る
。

那
覇
軍
港
に
は
、
第
七
艦
隊
の

•伯邁う）苅 l ：：：入免
領、叩碍・・

」
r

ヽ

•Iヽ7-7°｝び、 74りザン^

米
空
母
エ
ン
プ
）
 

z
 

ラ
も
沖
合
待
枝
！9
，

【
ワ
シ
ン
ト
ン
ニ
十
四
日
屯
．

国
】
吝
八
B
C
テ
レ
ビ
が
二
十
四

日
（
臼
杢
闊
叫
二
十
五
曰
）
翠
じ

た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
悉
没
竺

ン
タ
，
＇
プ
ラ
ノ
ズ
が
フ
ィ
＂
ノ
ピ
ン

~
封
の
認
直
化
に
洋
い
、
コ
日
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
近
担
に
回
か
っ
た
3

同
テ
レ
ビ
に
よ
る
と
、
エ
ン
タ

ー
プ
ラ
イ
ズ
ぱ
ポ
屯
が
さ
ら
に
ご

宅
し
、

r
，
．
ィ
リ
ピ
ン
に
い
ろ
ぶ
，
i

戻
の
攻
団
の
唸
な
が
生
じ
た
ら
こ

扉
え
て
、
向
詞
言
苔
＇
、
一

嚢

。

一

[

"

[

i

`

 

米
海
軍
の
ス
ク
ー
ジ
ョ
ン
級
厚
五
十
，
三
年
＝
百
以
来
｀
八
年
ぷ
り
、
一

潜
ポ
ギ
ー
（
＝
二
、
六
四
0
卜
／
、
艦
五
回
目
の
入
港
。

長
D
.
W
・
ク
リ
ス
プ
中
佐
ら
百
ま
た
、
外
務
省
か
ら
呵
日
、
咽

三
十
人
乗
り
組
み
）
が
芸
日
午
前
項
賀
市
に
入
っ
た
連
絡
こ
よ
る
―

十
一
時
五
十
分
こ
ろ
、
米
苺
軍
碑
と
、
米
痣
軍
の
ス
レ
ッ
シ
ャ
＇
級

須
賀
基
池
＋
号
パ
ー
ス
に
入
港
し
原
潜
パ
ー
ミ
ッ
ト
(
-
―
-
、
七
五
〖
）

た

．

メ

、

艦

長

J

.

M

・

ラ

ッ

シ

ン

ク

同
級
は
、
核
巡
航
ミ
サ
イ
ル
・
大
佐
ら
百
＝
二
十
人
乗
り
組
み
）
が

ト
マ
ホ
ー
ク
搭
載
予
定
艦
と
な
っ
～
五
日
正
午
、
同
基
地
十
二
号
パ
ー

て
い
る
。
ポ
ギ
ー
は
同
基
地
へ
は
、
l

ス
に
入
港
す
る
。

勺

で
区
民
に
訴
え
る
こ
と
を
決
め
た
。
（
戦
争
へ
の
道

を
許
さ
な
い
目
黒
の
会
）
に
は
門
市
民
団
体
、
労

働
粗
合
が
共
催
し
て
、
市
が
主
催
す
る
博
覧
会
（
福

沢
論
古
生
誕
百
五
十
ね
ん
記
念
事
業
）
に
約
一
千
万

円
の
一
非
核
平
和
館
＿
の
パ
ピ
リ
オ
ン
を
建
て
さ
せ

る
こ
と
に
成
功
《
；
そ
し
て
全
国
の
平
和
団
体
に
出
品

を
要
請
し
た
。
全
国
運
動
、
力
不
足
で
出
品
で
き
ず

残
念
。
口
門
l

米
陸
軍
弾
薬
暉
で
一
月
末
か
ら
二
月

中
旬
ま
で
弾
薬
の
輸
送
作
業
を
し
て
い
る
の
を
今
年

初
め
て
確
認
c

写
真
も
と
っ
た
。
韓
国
向
け
に
間
違

い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
チ
ー
ム
・
ス
ピ
リ
ッ
ト
の
新

し
い
シ
ッ
ポ
だ
。
基
地
監
視
を
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
、
共

同
作
業
に
。
日
米
三
軍
統
合
指
揮
所
演
習
中
止
の
由

入
れ
。
（
名
古
屋
は
10
ペ
ー
ジ
に
）

、
そ
し
て
ニ
ュ
ー
ジ
ー
＿
フ
ン
ド
で
あ
る
が
、
非
核
政

策
に
よ
っ
て
事
実
上
ア
ン
ザ
ス
か
ら
抜
け
た
形
の
周

国
は
今
回
は
不
参
加
。
首
都
圏
で
は
反
対
行
動
の
準

備
が
始
め
ら
れ
て
い
る
。

今
回
注
目
さ
れ
る
の
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に

代
わ
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
空
母
一
イ
ラ
ス
ト
リ
ア
ス

一
を
中
心
と
す
る
機
動
部
蹴
が
参
加
す
る
こ
と
。
非

核
政
策
に
対
す
る
露
骨
な
圧
力
で
あ
る
。
そ
し
て
同

艦
隊
は
演
習
後
、
約
八
か
月
か
け
て
太
平
洋
・
ア
ジ

ア
諸
国
を
ま
わ
る
と
発
表
さ
れ
て
い
る
。
七
隻
の
う

ち
六
隻
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
ニ
ッ
キ
ー
・
ハ
ー

ガ
ー
氏
に
よ
れ
ば
核
搭
載
可
能
て
あ
る
。
寄
港
先
に

は
当
然
日
本
も
含
ま
れ
て
い
る
u

う
わ
さ
さ
れ
る
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
e：
奇
港
と
並

ん
で
今
年
の
焦
点
―
[
、
め
る
。
I
V
舌
‘
,
—
”

i

3
 



一
て
い
る
こ
と
を
あ
げ
、
こ
れ
ら
の
は
し
な
い
芸
分
析
、
米
軍
は
、
ソ
一

冠
屠
蒐
靡
霊
菫
匹
5
叫
叫
叩
叫
叩

n

i

!

1

1

|

i

!

|

i

|

・

ー

ー

軍

が

コ

嘉

み

こ

ん

で

い

る

こ

と

を

認

計

且

和

C

l

艦

船

を

配

翠

5

海
長
g
す
る
こ
と
が
農
」
で
あ
生
と
こ
と
に
よ
っ
て
米
国
の
核
閥
力
屯

[

H

本
周
辺
海
域
を
核
戦
場
に
米
部
gIA
直
1
1
1勢
を
優
位
に
す
る
」
こ
＇
ご
が
必
牧

甘
ユ
区
域
で
た
た
か
ろ
よ
う

m
だ
と
主
張
）
て
い
ま
す
（
』

も

．

，

．

，

℃

一

鴫

さ

れ

な

け

れ

i

g

な

ら

な

い

。

そ

【
ワ
シ
ン
ト
ン
七
巳
森
隈
公
叡
に
、
通
常
血
争
下
で
も
ソ
連
の
血
タ
ー
一
乞
土
罪
畏
（
米
れ
た
の
が
｀
―

H
家
M
事
威
略
」
こ
は
、
わ
が
同
盟

B
が
い
る
と
こ

年
派
員
】
ワ
L

ニ
ン
ス
米
海
軍
作
記
原
落
を
攻
撃
、
破
濃
，
y
咳
殿
海
軍
退
役
提
督
J
‘
ぃ

C
運
こ
の
一
環
と
し
て
の
「
海
洋
凪
略
一
ろ
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
の
戴
が
く

紐
部
長
よ
、
べ
海
軍
研
究
叩
八
六
カ
均
衡
を
米
巧
と
有
利
に
変
え
る
早
期
の
裔
弔
を
強
制
す

c塁
で
あ
る
こ
指
摘
。
さ
ら
に
同
駐
る
で
あ
ろ
全
こ
ろ
で
あ
る
」
と

1,~9,‘ 

-̀

年
一
月
発
行
の
『
海
洋
戦
略
」
誌
こ
と
が
必
要
だ
と
す
る
、
誌
名
と
的
載
略
」
と
批
判
し
ま
し
た
。
こ
略
は
「
同
盟

B
と
の
連
合
咋
a
f
し
て
い
ま
す
．
』
＂

ィ

喜
題
の
諭
文
を
発
表
し
ま
し
の
綱
想
は
、
日
下
』
ぷ
核
馘
稟
化
と
と
同
目
の
重
要
性
を
強
綱
す
る
麟
文
で
ワ
ト
ン
ス
作
敏
部
長
一

た
。
そ
の
中
で
同
部
長
は
、
そ
す
る
も
の
で
ま
わ
め
て
重
さ
）
も
怜
間
邑
を
あ
協
力
を
は
、
米
ソ
を
怠
博
内
心
ほ
歴
．

の
米
海
洋
紐
略
で
は
、

6
本

烹

辺

大

で

文

、

’

｀

求

め

る

」

も

の

と

強

m
,
>
て
い
ま
た
い
し
ゾ
這
は
「
核
駁
力
の

~a.~ 

塁
が
l
l
i
要
な
駐
場
と
な
る
4

)

の

十

四

（

足

お

よ

ぷ

鯰

文

の

冒

頭

す

。

を

常

に

I

t

算

し

つ

つ

妥

当

な

駄

争

溝
想
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
で
、
口
，

L
キ
ン
ス
咋
戟
部
長
は
、
筒
部
長
は
、
ソ
連
海
軍
の
演
習
辰
カ
レ
ー
シ
戸
ン
を
見
積
も

こ
だ
ら
い
て
、
米
民
芦
事
三
年
前
か
ら
始
め
た
海
軍
の
殿
略
が
き
に
北
太
平
洋
、
北
大
西
り
J
通
常
成
を
よ
る
目
的
遍
成

専

門

研

究

悶

二

醤

ヨ

ご

ン

検

酎

の

製

已

て

紐

0
あ
げ
ら
洋
、
地
中
海
東
部
で
お
こ
な
わ
れ
を
望
み
、
啓
兵
直

2
吝
8
な
使
用

「||_•9
1
,
9
9
•
9
,
'
,
'
’

防

5.'の
紐
全
砧
僚
会
ぷ
（
森
繁
弘
必
』
ば
．
―
↓
一
曰
、

砕
、
向
、
亨
一

□衛
庄

匁

一

ぷ

砂

向

、

平

史

の

初

の
統
合
拒
押
所
（
可
上
，
甜
習
を
―
i
匹
．
い
か
ら
た
日
閻
の

＂
口
即
で
大
細
ず
る
と
発
表
＇
）
た
＇
こ
の
訊
汚
は
、
共

□竹
戦

を
た
う
が
心
右
巾
即
兄
態
勢
づ
く
ら
を
．
栢
し
、
口
火
双
む

8
本
へ

が
討
令
部
同
で
い
う
可
上
紅
習
。
こ
と
し
秋
に
は
今
回
の
涸

習
を
四
ま
え
て
、
文
四
に
部
隊
を
動
か
す
円
米
庄
臼
文
勁
油

習
が
丈
栖
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
日
米
防
肋
協
力
の

！
熊
勢
づ
く
り
は
わ
巾
即
応
に
向
け
て
甲
む
な
工
ぶ
薪
み
出

す

ベ｀＂—-一るでのたは

五自i蘭筐凶
扉農点凸竺
所仰をし火
をは臼てil9

嘉胄厄〖t:
側肉うる防
はにこ均衛
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子がオ り江統五 l

だ日、五 両且乱丈ガ
て向甲 行祁ilt野J

り日帰：忍耐骨負し一
；］：両后;j翌ナて 1ヽ

虜翡胃円る貧百農メ
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陸
海
、
空
裂
臀
戦
の
た
め
の
態
菊
づ
く
伐
か
な
る
の
は
陸
、
海
、
空
バ
ラ
バ
ラ
防
衛
研
究
の
只
体
的
内
容
は
篠
と
、
今
回
火
施
さ
れ
る
日
米
統
合

R
t
c
ね
汀
副
診
鱈
鯰
ザ
蒻
闘
碍
＂
丘
籍
闘
訳
鱈
覧
闘
闘
蒻
峠
炉

5
『

習
は
、
こ
れ
ま
で
臼
み
了
ね
て
き
が
本
格
的
に
始
ま
り
、
ぞ
れ
と
並
過
和
で
防
衛
庁
は
「
防
衛
研
究
」
関
係
に
あ
る
甜
習
で
、
研
究
の
成
た
日
米
共
同
作
戦
研
究
を
、
文

E

た
陸
上
部
隊
同
上
あ
る
い
は
海
行
し
て
自
衛
隊
独
白
の
陸
、
海
に

m手
、
自
衛
隊
法
二
二
条
で
有
史
が
邸
習
に
、
油
習
の
教
訓
が
研
に
検
址
し
な
が
ら
i
l
“
し
―

上

、

航

空

各

部

隊

同

土

の

共

回

訓

て

い

く

使

命

を

れ

っ

て

い

る

。

一

立
屁
麟
此
5

共
同
訓
練
の
集
大
成
一
瓢
謹
麟
讐
り

に

実

阪

色

の

濃

い

も

の

と

い

え

統

は

、

研

究

と

油

習

の

両

面

か

整

い

、

―

る

。

白

衛

隊

は

こ

れ

に

店

玉

即

応

態

勢

、

大

き

く

前

進

旺

仕

h
の
段
酌
に
閃
出
す
。
I

1

甲

と

共

同

作

戦

を

与

つ

際

の

桓

叩

じ

形

式

の

米

閣

合

同

腹

習

（

チ

ー

一

樹
応
態
勢
を
大
き
く
的
進
さ
せ
た
空
統
台
梱
密
も
五
十
六
年
か
ら
中

E
に
の
み
出
成
さ
れ
る
こ
だ
｝
に
な
究
に
反
映
さ
れ
る
仕
粗
み
に
な
っ
ム
ス
ピ
リ
ッ
ト
）
の
以
中
に
行
わ
↑

い

と

し

て

い

る

。

央

レ

ベ

ル

で

行

わ

れ

る

よ

っ

に

な

っ

て

い

る

統

合

部

啄

の

韮

川

を

体

て

い

る

。

れ

る

即

習

だ

け

に

、

国

内

世

論

だ

―

五
十
＿
―
-
千
一
月
、
「
f
l
米
防
っ
た
n

系
的
に
研
究
し
、
そ
れ
と
密
殷
に
こ
れ
と
同
様
の
肉
係
が
、
拒
針
け
で
な
く
極
屯
の
巾
＂
緊
張
に
も
一

g
刃
臼
ち
の
舌
釘
一
が
閣
議
契
早
中
形
式
を
と
る
米

W
と
共
閲
辻
す
る
「
打

m社
制
研
究
」
も
に
基
づ
い
て
か
匹
年
一
月
に
芹
微
妙
な
波
紋
を
広
げ
そ
込
侶
―

了
承
さ
れ
、
有

F
の

際

の

日

米

共

同

竹

嗽

を

行

う

g

、

ま

ず

閻

困

と

開

始

し

た

。

i

手

さ

れ

た

召

菜

共

同

竹

戦

研

究

」

（

共

同

）

―

の
武
力
攻
撃
想
定

t

ー

）

(
j
.
ド

．
 

日加びl—佑し

芦こ 、..... ¥
 

9

、
ti' 

し

，
 

，
 

司
令
部
問
で

2
4
H
か
ら

交
渉
の
余
地
な
い

•ワトや‘クは溢文
可閃和1

ゲ2
 

見
パ

会

：

ウ

ェ

望

／

四

日

h

和

戸

誓

、

米

唇

言

娑

｀

う

は

日

本

の

よ

う

な

葬

彦

政

策

ぱ

言

ン

ド

の

政

策

の

方

が

厳

し

い

C

き
ろ
間
違
い
の
方
を
翌
。
と
に
な
る
と
い
う
こ
と
だ
。
（
笑
い

「
〈
芦
特
派
員
】
ニ
ュ
ー
＇
ジ
ー
ラ
ン
手
を
打
つ
と
思
わ
れ
る
な
な
い
、

A

l

い
っ
ご
き
た
・
ロ
喜

9
塁
l

れ
た
法
案
で
し
か
，
）
、
現
実
に
は
判
断
す
る
材
な
が
ら
こ
こ
ろ
で
薙
問
中
の
欝

と

＿

ド

り

ロ

ン

ギ

芦

相

A

]

の
単
独
会
児
で
霜
い
ま
言
わ
か
て
い
る
の
核
政
策
と
ニ
ュ
ー
シ
ー
ラ
言
ば
、
各

9
9猛
ば
米
国
に
料
は
幾
つ
+
i
-
:
'
夏
、
曰
本
を
出
て
直
接
こ
ち
ろ
菜

畠
発
言
の
主
な
内
容
は
次
の
通
ほ
、
米
国
が
ニ
ュ
＇
ジ
•
1
・
ラ
ン

"
1に
反
咳
政
策
の
根
本
的
な
遷
ほ
飼
明
か
す
よ
―
つ
求
め
な
い
で
、
あ
な
た
れ
ま
で
き
に
配
備
さ
わ
て
い
た
る
船
が
核
を
持
っ
て
い
る
ら
し
い

4
-

相

[

[

対

す

る

防

衛

約

束

を

負

わ

な

い

合

＿

か

が

到

定

す

る

こ

き

な

っ

て

｀

る

。

力

港

を

出

て

か

ら

と

の

く

ら

い

に

ど

時

に

老

す

る

か

な

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
支
核
言
す
る
こ
A

}

と
、
情
報
0
提
供
を
一
首
相
ニ
ュ
ー
＇
シ
ー
ラ
言
が
自
そ
ら
い
う
こ
と
は
技
術
的
に
可
能
な
る
が
、
戟
略
的
必
要
性
が
ま
る
＇
＇
反
核
政
策
に
よ
っ
て
、
ニ
ュ

『

]

]

[

]

:

]

]

:

]

]

]

]

]

]

]

:

;

i

い

i

i

i

丁

l

l

l

[

[

[

』
t
B
n
t
B
n
]
]
]
]
]
]
]

●粒逓整も
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▽ 
最新鋭ニミッツ級

原子力空母を配備

•誌全がし一囮讐
恥狂l‘‘/2

須
賀
を
母
洒
に
配
備
さ
れ
て
い
る

通
常
型
空
母
「
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
」

が
九
0
年
代
初
め
に
選
役
し
、
別

代
の
空
母
と
交
代
す
る
計
画
が
示
さ

と
れ
ま
し
た
が
、
レ
ー
マ
ン
海
軍
長

交j
一
官
は
五
日
の
下
院
軍
事
委
員
会
公

l

t
t
疇
会
の
証
言
の
中
で
、
あ
ら
た
に

で
主
配
濶
す
る
空
母
が
最
新
鋭
の
言

q
 

ド
／
ッ
ツ
級
の
原
子
力
艦
に
な
る
こ
と

ッ
上
．
を
あ
き
ら
か
も
ま
し
た
．

6
 

`̀‘ r
う
レ
ー
マ
ン
畏
官
は
「
九
二
会
計

年
度
（
九
三
年
十
月
1
九
四
年
九

月
）
に
は
、
ニ
ミ
ッ
ツ
級
空
母
を

『
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
』
と
交
代
さ
せ

【
ウ
シ
ン
ト
ン
五
日
時
事
】
一
る
予
算
を
要
求
す
る
方
針
だ
」
と

九
八
七
年
度
米

B
防
嶽
告
で
、
噴
の
ぺ
ま
し
た
。

1•99,9.,',',.~99:1, 元魏
核
実
験
停
止
を
決
議

り知
熊
茎
●
院
レ
ー
ガ
ン
戚
略
に
圧
力

^

-

t

 

u
ウ
シ
ン
J
'
ン
ニ
十
六
日
吝
し
、
一
応
の
E
午
ヽ
日
ぽ
り
そ

四
特
派
辺
】
米
i
z
"
ぽ
二
十
六
口
う
た
。
「
＇
ソ
9
~

の
本
全
心
で
、
＇
を
噌
嬰
険
匹
同
決
滋
突
は
、
来
羞
困
に
対

翌

萎

慕

―

l

i
i
l
l
六
十
八
、
反
し
へ
嬰
繋

n,:
ぃ
;
’
江
対
応

麿
四
十
ヽ
で
i5
択
し
た
0

，
立
店
の
た
め
の
交
翌
話
閣
す
ろ
よ
う

も
言
八
四
年
六
月
、
四
杯
決
汎
求
f
ろ
と
と
も
に
、
レ
ー
ガ
ン
大

萎
翌
べ
し
て
お
r
ン
、
こ
の
店
闘
忌
し
、
未
批
淮
の
ま
ま
の

果

、

翌

履

謬

斎

忍

慇

覧

言

頃

饂

（

一

九

七

と
そ
・
全
閲
覧
慧
．
罵
吐
び
か
四
年
）
、
堕
平
和
利
用
饂
（
一

与
四
ま
っ
た
こ
色
号
、
当
九
七
六
年
）
を
開
す
る
よ
う
上

即
、
格
爺
屈
望
紅
匹
昴
院
に
団
祠
す
る
こ
と
を
促
し
て
い

の
た
め
、
小
般
奴
苗
玉
格
を
必
る
3

/

、

疫
手
一
「
シ
ー
ガ
ン
叉
権
に
対
地
下
核
実
禁
評
冷
5

定
ば
、
百

五
十
丼
・
ふ
／
以
下
に
実
駿
を
閲

闊
、
1

}

〈
た
平
和
利
用
咳
ば
発
累
心

1

苫
岳
＇
土
口
．
ふ
和
奈
、
F
J
吋
も
平

m
利
用
の
み
に
限
定
＇
〗
て
い
る

3

7
 

,h) 



集
団
自
衛
権

絡
む
論
議
も□ :  

1託．｝．4
知

米、
• 

臨庁
8
禁
平
細
レ
ー
タ
ー

）
し
ソ
連
潜
水
艦
へ
先
制
攻
撃

[

5

戦
后
有
事
の
新
戦
略
を
公
表

【

ワ

シ

ン

ト

ン

五

日

共

同

】

ワ

同

作

g

部

伍

は

こ

の

日

の

一

九

迎

沼

水

艦

に

内

成

は

な

い

こ

と

を

ト

キ

ン

ズ

来

i

m

訳

作

g

部

aは五八
七

会

計

年

虹

餌

m予

nに関す
明

渾

に

す

る

、

と

強

潤

し

た

。

曰

、

米

下

E臼
事

安

員

会

の

証

宮

る

公

認

会

で

証

苫

°

用

意

し

た

同

さ

ら

に

、

米

潤

llIがこ
う

し

た

で

、

前

述

屈

開

し

て

い

る

米

詣

H
安

員

会

あ

て

訊

m
m勢報告
の

中

戚

略

念

尺

誕

で

き

る

能

力

と

社

a

烹

力

は

ソ

述

が

g

争

を

仕

掛

け

よ

で

、

米

粗

mは平時
に

お

け

る

前

を

有

す

る

こ

と

を

ソ

達

に

明

示

合

し

た

湯

合

、

直

ち

に

ソ

連

洒

追

浪

閲

g

略

を

採

っ

て

い

る

が

、

し

、

こ

れ

に

よ

っ

て

全

池

球

的

印

水

艦

g

力

に

先

制

攻

撃

を

加

え

る

ソ

洩

が

戦

争

を

仕

掛

サ

よ

う

と

し

g

の

g

争

を

抑

止

す

る

た

め

の

g

任

務

を

aってい
る

、

と

述

べ

、

た

鳴

合

は

、

攻

撃

型

濡

水

艦

、

紅

出

記

で

あ

る

と

g

明

し

た

。

米

国

の

対

ソ

新

戦

略

を

公

式

の

湯

諷

、

水

上

艦

船

を

使

っ

て

汽

ち

に

ソ

達

太

平

洋

艦

諏

の

g

略

原

葺

で

初

め

工

田

象

に

し

た

。

．

＇

，

．

る

達

烹

I

i

i

に

攻

撃

を

担

｀

ソ

ば

、

カ

ム

チ

S名（
半

島

ペ

ト

ロ

パ

プ

ロ

フ

ス

ク

・

カ

ム

チ

ャ

ツ

キ

ー

を

本

紀

と

し

て

い

る

が

、

こ

の

新

g

略

で

は

米

ソ

四

Bが
一

触

印

発

の

事

態

と

な

れ

ば

、

来

第

七

三

改

が

オ

ホ

ー

ツ

ク

潤

を

中

心

に

匹

開

す

る

ソ

浬

河

水

艦

の

攻

撃

に

出

る

こ

と

に

な

る

。

日
本
に
も
重
大
影
響

そ

う

な

れ

ば

日

本

閏

辺

も

同

向

に

g

勾

と

化

し

、

日

本

の

防

高

r

も

m大な影
”

が

予

想

さ

れ

る

。
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甲

空

I
r
.
9
0
年
代
初
め
‘
退
役

グ
ぷ

【

ワ

シ

ン

と

ン

五

日

時

事

】

五

代

末

ま

で

五

五

受

に

増

や

す

計

日

、

議

会

に

送

付

さ

れ

た

米

国

防

画

だ

が

、

同

報

告

に

よ

る

と

、

十

霞

告

は

、

隈

須

賣

を

田

港

に

配

闘

四

雙

自

の

「

セ

オ

ド

ア

・

ル

ー

ズ

．

さ

れ

て

い

る

通

常

型

空

母

「

l
f

つ

ベ

ル

ト

」

が

今

秋

、

十

五

隻

目

の

▽

ド

ウ

ェ

ー

＇

」

囁

真

I

i

を

一

九

九

「

エ

プ

ラ

ハ

ム

・

リ

ン

カ

ー

ン

」

0年
代

初

め

伝

愚

さ

せ

、

別

の

が

八

0年
代

末

に

配

硼

さ

れ

る

。

空

母

と

交

代

さ

せ

る

計

回

を

明

ら

「

ジ

ョ

ー

ジ

・

ウ

シ

ン

ト

ン

」

が

か

に

し

た

。

九

二

会

計

年

度

の

初

め

に

引

き

渡

米

海

平

ぱ

呂

四

可

能

な

空

母

数

さ

れ

、

現

在

配

傭

中

の

「

nーラ

を

、

現

在

の

十

＝

＝

＿

隻

か

ら

八

0年
ル

シ

ー

」

と

交

代

す

る

。

括
解
析
の
意
向

•叫旱
現畠閉涅ざ料§

•料逓図
丸恥朋免意料＠

（
 

言る一fこ月ー］唇唇盃含孟尺塁醤:}に占；g 
°八す役らジ向と追

年る、fこi級全さ

塁ヲ昌ミと：嬰九
・ -.. 

竺

年

は

、

パ

｝

惹

召

竪

四

：

『

三

へ

ニ

ペ

一

三

塁

）

の

表

立

要

事

業

の

一

っ

も

て

、

水

平

森

を

超

え

約

三

千

討

先

ま

で

監

視

で

葛

と

さ

れ

る

O
T
H
（

超

水

平

諒

，

｝

レ

ー

ダ

ー

を

米

国

の

技

況

提

供

を

受

一

．

て

導

入

す

を

加

を

造

め

て

い

る

が

、

可

庁

習

言

、

来

側

か

ら

9
U
T
Hレー
ダ

ー

情

報

靡

の

た

め

の

ソ

フ

ト

ウ

エ

ア

は

提

供

し

な

い

9

呈

の

O
T
Hレ麦
喜

、

9-
プ

，

．

｀

浜

市

の

盃

点

谷

通

信

施

設

醤

迭

，

言

し

い

＠

同

咆

設

に

は

来

海

軍

が

ア

リ

ュ

ー

シ

ャ

ン

列

島

の

ア

ム

チ

」

、

力

島

と

西

太

平

洋

の

グ

ア

，

1
野

寂

董

ず

る

可

圭

．

／

9
，

ダ

ー

の

デ

・

タ

も

集

め

、

総

合

的

に

解

析

・

界

価

し

た

情

報

を

日

本

側

に

提

供

す

る

ー

！

と

の

米

軍

の

方

釦

が

伝

え

ら

れ

て

い

る

こ

と

を

明

ら

か

に

し

た

。

実

現

す

わ

ば

、

上

煎

谷

滋

北

、

西

太

平

洋

で

最

も

菫

娑

な

戯

略

・

戦

術

情

報

中

枢

と

な

る

。

い

一

考

為

し

て

い

る

、

き

う

a

て

お

り

、

米

国

へ

の

同

レ

ー

ダ

ー

情

〈
i
,
'

誨

谷

通

口

施

設

ぱ

、

オ

ホ

ー

ツ

報

提

供

に

つ

い

て

は

昨

牢

十

月

二

十

ク

海

や

日

本

海

を

含

む

北

、

西

太

平

二

日

の

参

院

決

算

委

員

会

で

、

西

広

洋

域

で

の

米

軍

に

よ

る

ソ

薔

水

艦

防

霊

思

函

洪

す

る

か

考

か

監

視

情

報

の

中

枢

と

い

わ

れ

て

い

追

個

々

の

事

例

に

即

し

、

轡

を

照

る

。

日

米

O
T
Hレ，
＇

ダ

ー

の

情

報

ら

し

て

自

主

的

に

剖

断

す

る

」

と

答

解

祈

基

地

と

な

れ

ば

、

そ

の

重

要

生

弁

し

て

い

る

。

ほ

飛

躙

的

に

高

ま

る

こ

茫

菌

。

し

か

し

、

米

軍

が

求

め

て

い

勇

采

国

は

同

施

設

に

「

艦

隊

作

戦

統

制

式

で

は

日

本

が

設

置

す

る

O
T
Hレ

セ

ン

タ

ー

」

を

建

設

す

る

た

め

、

達

ー

ダ

ー

の

情

畷

は

そ

の

ま

ま

米

軍

に

物

の

坦

忍

賓

を

日

本

の

一

忠

い

や

り

流

れ

る

こ

と

に

な

り

、

「

自

主

的

判

予

算

l

で

ま

か

な

ろ

よ

ろ

希

望

し

て

断

j

は

で

き

な

い

。

曰

本

は

実

賓

的

い

る

が

、

こ

れ

が

O
T
Hレー
ダ

ー

吝

盃

の

戦

疇

・

戟

術

情

報

シ

ス

テ

写

腐

設

と

な

る

司

乾

注

が

強

い

、

ム

の

一

翼

を

担

う

・

指

渾

下

部

隊

”

裔

竺

盟

者

は

み

て

い

る

。

の

形

"
1な
る

。

同

レ

ー

ダ

ー

の

設

童

腐

旦

「

わ

が

国

の

洋

上

防

空

費

は

約

五

百

億

円

・

U
も

い

わ

れ

る

一

悶

魯

の

一

環

仁

＿

し

て

O
T
Hレが
、

日

本

醤

屡

蘊

運

営

の

人

手

た

め

に

必

要

廂

断

し

を

情

樫

）

一

ー

タ

ー

の

導

入

を

検

酎

す

る

l

と

し

を

出

し

な

が

ら

、

「

米

国

が

日

本

の

か

入

手

で

き

な

い

形

に

も

な

る

。

- • • - - --—• - ---
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c

・
ー

ダ

，

＇

は

電

離

頓

に

反

厚

‘

,

`

全

便

っ

て

水

丑

線

を

超

え

る

長

距

離

の

突

知

を

可

能

｝

土

す

る

。

い

っ

た

ん

電

疇

望

皮

射

、

日

喋

に

当

た

っ

て

耳

虔

屯

離

滋

を

登

―

返

っ

て

く

る

醤

醤

い

｀

自

噸

を

探

知

す

る

が

、

こ

の

た

め

こ

は

一

珪

音

一

の

除

去

な

き

コ

ン

ピ

ュ

｀

＇

ヌ

―

ー

に

よ

る

員

が

不

豆

欠

た

。

醤

5

ぱ

設

け

て

も

、

コ

ン

ピ

ュ

ー

，

冬

の

誓

折

ソ

フ

‘

r

ウ

エ

ア

翌

竺

れ

ば

全

こ

葵

な

い

こ

を

与

こ

望

習

本

塁

ソ

フ

占

提

供

を

米

側

l

に

強

く

4
求

め

て

い

た

。

一

こ

れ

缶

幻

し

米

側

は

一

解

-OTソ
フ

｀

Lぱ
拿

大

な

翌

怠

、

提

供

す

る

わ

け

に

は

い

か

な

い

。

日

本

側

が

必

士

な

情

報

は

米

囮

が

解

析

・

評

で

し

た

上

で

提

供

す

る

か

ら

、

不

自

由

は

な

い

は

ず

さ

と

主

張

し

て

い

る

。

米

側

は

さ

ら

に

、

上

瀕

谷

通

置

施

設

グ

一

ア

ム

チ

占

、

グ

ア

ム

の

米

海

軍

0

T
Hレー
ダ

ー

情

報

を

集

め

て

解

ヂ

•
評
価
す
る
方
針
も
明
ら
か
に
し
、

「

O
T
Hレー
ダ

ー

情

報

遥

霞

数

の

霊

累

型

の

海

軍

型

が

あ

歪

り

返

し

、

襲

候

補

池

も

日

藷

現

在

ぱ

日

米

苫

の

よ

う

に

育

報

を

一

基

地

か

g

情

報

を

総

合

的

に

評

価

認

悶

海

軍

型

レ

ー

ダ

ー

を

導

入

島

の

覧

島

県

・

喜

界

を

受

信

、

一

解

析

し

、

交

揆

す

る

か

、

が

鰻

大

の

し

て

こ

そ

意

味

が

あ

る

。

日

本

側

が

す

る

方

針

で

、

米

側

忘

協

議

を

繰

一

墨

蕊

篇

j

で

ほ

ほ

内

定

。

交

渉

テ

'

‘

マ

に

な

っ

て

い

る

。

単

独

で

運

用

し

て

も

成

果

は

小

さ

A
Lド、

上
へ

•OTH しーグ｀ーが責衿（ふ上勅谷 l ―、[i

，
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二

月

一

六

日

、

梅

林

さ

ん

を

招

い

て

、

反

ト

マ

ホ

ー

ク

運

動

、

と

り

わ

け

、

ア

ジ

ア

・

太

平

洋

の

運

動

の

状

況

と

、

反

核

・

反

ト

マ

・

反

安

保

の

運

動

の

位

置

を

討

論

し

あ

い

ま

し

た

。

天

皇

・

サ

ミ

ッ

ト

・

ポ

ス

ト

中

曾

根

・

衆

・

参

選

挙

等

、

政

治

日

程

を

に

ら

む

と

き

、

こ

の

課

題

は

、

ス

ロ

ー

ガ

ン

と

し

て

で

は

な

く

、

わ

た

し

た

ち

の

具

体

的

で

大

衆

的

に

明

ら

か

に

で

き

る

運

動

を

示

し

て

い

く

こ

と

が

求

め

ら

れ

て

い

る

の

で

は

な

い

か

、

そ

該
6
令
官
貿
化

ュ6
す

i•;;~,~ 

全

国

の

ト

マ

虞

い

虫

の

仲

間

た

ち

ょ

、

元

気

で

ト

マ

ホ

ー

ク

を

食

っ

て

い

ま

す

か

。

私

た

ち

は

レ

ー

ガ

ン

・

中

曾

恨

を

倒

す

一

篇

子

身

中

の

虫

一

で

は

あ

り

ま

す

が

、

い

つ

ま

で

も

＿

ほ

そ

ほ

そ

、

こ

そ

こ

そ

」

で

は

（

張

り

子

の

）

篇

子

は

倒

せ

ま

せ

ん

。

と

は

い

え

、

愛

知

の

ト

マ

喰

ぃ

虫

も

、

運

動

の

目

標

は

立

っ

て

い

ま

す

が

、

消

化

不

良

の

持

病

は

相

変

わ

ら

ず

で

す

。

特

に

何

で

も

か

ん

で

も

胃

に

入

れ

て

し

ま

う

体

質

が

、

い

か

ん

と

も

し

が

た

い

よ

う

で

す

C

で

は

あ

り

ま

す

が

、

一

応

、

86年
前

半

の

運

動

を

こ

の

よ

う

に

や

ろ

う

と

考

え

て

い

ま

す

。

允均‘h‘う一

、,̀
／
 

ー仲間岱＾

の

意

味

で

は

、

反

ト

マ

ホ

ー

ク

の

運

動

と

、

全

国

政

治

戦

線

の

関

係

は

地

域

の

事

情

を

考

慮

し

つ

つ

も

、

重

要

な

意

味

を

持

つ

も

の

と

考

え

る

。

さ

て

、

愛

知

の

運

動

の

柱

は

三

つ

。

ー

全

国

政

治

運

動

と

の

関

わ

り

の

中

で

①

ト

マ

ホ

ー

ク

搭

載

艦

入

港

時

に

は

、

名

古

屋

栄

で

抗

議

行

動

を

展

開

す

る

②

六

月

の

全

国

行

動

に

参

加

す

る

③

チ

ー

ム

ス

ピ

リ

ッ

ト

86の
．

I
Dデ
ー

11に
は

自

衛

隊

小

牧

基

地

で

監

視

行

動

に

入

る

④

五

月

反

基

地

闘

争

に

は

、

昨

年

と

同

様

、

依

佐

美

を

攻

め

る

運

動

に

取

組

む

⑤

第

三

次

キ

ャ

ン

ペ

ー

ン

、

目

標

三

十

人

を

達

成

す

る

。

二

地

域

で

の

取

粗

み

や

や

翡

し

い

局

面

で

は

あ

る

が

、

現

在

の

名

古

屋

中

心

の

運

動

か

ら

、

三

河

部

を

含

め

た

運

動

の

ス

タ

ン

ス

を

と

り

た

い

と

思

う

の

だ

が

。

①

依

佐

美

周

辺

の

住

民

意

識

調

査

を

引

続

き

行

な

い

、

五

月

に

は

、

調

査

の

ま

と

め

と

今

後

の

方

向

を

う

ち

だ

し

た

い

②

五

月

反

基

地

闘

争

に

全

力

で

取

組

む

③

一

許

す

な

ト

マ

ホ

ー

ク

」

一

米

戦

略

と

依

佐

美

基

地

l

の

ス

ラ

イ

ド

上

映

会

を

広

く

行

な

っ

て

い

く

④

―

あ

い

ち

反

戦

ニ

ュ

ー

ス

」

を

中

心

に

反

ト

マ

の

情

宜

と

共

に

一

反

戦

の

会

l

を

地

域

に

押

出

す

努

力

を

す

る

⑤

丸

木

位

里

・

俊

さ

ん

の

「

原

爆

の

図

」

展

（

二

月

二

十

八

日

？

三

月

八

日

）

に

ポ

ス

タ

ー

・

ス

ラ

イ

ド

・

パ

ネ

ル

を

出

展

す

る

。

三

会

の

運

営

と

討

論

月

二

回

程

度

の

運

営

会

議

を

維

持

し

、

運

動

の

具

体

化

と

と

も

に

、

反

中

曾

根

や

地

域

の

運

動

に

つ

い

て

も

機

会

を

と

ら

え

て

討

論

を

進

め

る

。

又

、

運

営

に

新

し

い

人

の

参

加

を

求

め

、

活

性

化

さ

せ

た

い

。

以

上

、

欲

張

り

の

運

動

が

ま

た

ま

た

消

化

不

良

に

な

ら

な

い

よ

う

、

胃

と

足

と

頭

を

蝦

え

て

頑

張

り

ま

す

C》
全

国

の

仲

間

た

ち

と

共

に

！

（

阪

野

）

依
伍
羨
い
ら
マ
ン
↑
）
ー
ト

調
査
．
責
届
全
行

動
：
消
化
ネ
‘
良
に
な

ら
な
い
よ
｀
つ
こ
ー
ー
ー
ー
ー

ー

- 11 - - 10 -



息パ
攣
孤
~
口

ミ
〖

動
口
詞
）
）

運
~
：
士
日、,‘、、,‘、

で
全
日
日

ホ

9

9

}

1

2

1

3

マ
厚
月
～

ト

7
i

4

反

亙

■

f:、

7

~ヽ疇

＇と曹 ~ t 

..,, 

、’

こ人、t)t/’”

• A -！ しり 1¥ 

生活クラブ生協 ‘̀ 

■オルタナティブ生活館
（新横頂駅下申 徒歩5分）

■プログラム
四直］ 人ペ一人・オ）レク（地―卜）

14: 00 受付け
14: 30~15: 30 ［議事1]経過報告と包括的提案

ォープン・セッション

15: 30~18: 00 「はんとの非核へ神奈川フォーラム」 （仮称）
企画：同準備会

一`
9, 「
た卜＇

才こ ．t. 

7

、ャ
9

序
午
｀

~
ヽ

9
,
‘
,
 

r
9
 

せ

／

18: 00~18: 30 
18 : 30~21: 30 

9
9
f
 

-
.
ノ

（フォーラムを受けて）各池報告と
自由討論

匁事2

交流会

瓢 とびはね1レーム (5陛）

9 : 00~13: 00 し議事3]運動方針
13: 00 閉会
13: 30~16: 00 上瀬谷基地ツアー（希望者）

21 : 30~ 

f―ヘュr・ 、ヽ:と・̀-~・く、一ーマ／ゾマヘ～～～一～

忌甘咋（涎1.lb~ ft6. 2. IS) : 

収入ふ t ¥ 2bo,500- i 
ー吐懇 ¥:z.z1,,oo- ( 

ーカ： I I° ¥ SI,96ユ— { 

竣料む
11. ¥ 10ユoo-， 
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＼
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ヒ
»
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,
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\
;
9
、
ヽ
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’
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ヽ
＜
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天よー亥須＃ ／0ヂ゜一
((,2月名）

逗n代¥16ぅ9&.
(I蛉）’

g．和こ＃山0-
(‘tF 19a、129) I 

—ゑ心ベ..f,~がジ—
一定・文真¥If、340-
-t!1- ~ ¥／うoooク

I 

悶誓り200-
一う・1笑全衿1,000-
賛 1;"1食‘

紅骨 9ゃID-

翌茫二
¥坪？｝ヽ 2-

i16: 00-- フレッド・フリス ライプ！ ； 
I （スケルトン・クルー．ギタリ入卜） ； 
l 主催：スペース・オルタ；
巴日？？00円前売 2000円 入場料Bl : --------------------------

（
 

太入；竜し匂恥和．
心キ．電転．電知．抗ikぶり年！
•••• 
9塁 忍冑 ど食巴；
笈賀 ご県 藝省恥ヵ

: : ] [ t斤： ：言：； 
：二 き万 円ij,!7 
...::.. '注 0 ， ー一

夏：二：ど：゜
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を亙）心‘：で宦訣i合Jし°ーと良痣トユ3も、史ct.1
｛：舌迂：ー：：し‘。給恥這忍心：：IIL忘，ii

ー参加費 3000円
遥泊口とbi 

・フォーラムのみ参加の方はカ
ンパ (300円位）をお願いしま
す。

ー参加申込み

皿合わビタ

●トマ戎い虫社 ●黄土社

03(498)6095 044(63)5101 

祐ぃ違i
”L.  

一只；

筐、王iI；茸卓1こいも！｝「ふio祖ǹ
和:上)1、小手もヽ 「ド？吋orJ研・・ (E)
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